
第１号議案　2020年度事業報告

はじめに
2020年度は、コロナ禍の中での活動となった。新型コロナウイルス感染症に罹患された方への対応、コロナ感染予防対策などですべての会員が疲弊しながらも業務を遂行していることと推察する。　　　　　　　　　　
そのようななかで、理事会、各ブロック、各部の会議や研修などもＺｏｏｍなどのオンラインが活用された一年であった。北海道は広域であり、数年前からオンラインによる理事会の開催なども話には出ていたが、実現には至っていなかった。図らずもコロナ禍の影響で活用が進み、オンラインを用いた打ち合わせ、研修の実施は日常のものとなった。慣れないながらも、各ブロック、部においては、研修のオンライン化が進み、コロナ禍であっても一定質を担保した研修を提供できた。一方で、誰もがオンラインに対応できたわけでもなく、サポートの必要性も明らかになった。
広報出版部では、以前から課題となっていた、広報の電子化についてのアンケート調査も行い、検討を重ね、その実現への一歩となった。
社会活動部、事務局では、災害時の連絡、情報伝達の手段としてメールによる連絡を引き続き行っている。災害などの緊急時においても必要な情報が会員に行き届くように検討と活動を継続し、具体化しつつある。もう一つ大きな動きとしては、社会活動部から会員に向けて、精神保健関連の情報を集め、そのトピックを発信していることである。
未曽有の状況が未だ続く中、私たち精神保健福祉士の活動の基本である「精神障碍者とともに」という基本に立ち返り、活動を続けた一年であった。以下、各ブロック、部の報告を行う。
Ⅰ　各部の事業報告
１　事務局
2020年度事業方針に基づき、月・水・木・金の週４日（13:30～16:30）事務局員を配置し、会員及び会員外からの問い合わせや当協会が開催する研修会等の受付、他団体からの依頼や要請等の窓口として、四役はじめ担当理事と連絡調整を行いながら対応した。
　本年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響から、一時的に事務局員の勤務縮小と事務局の開所日の変更を行った。また、各種会議のオンラインによる開催に対応できるよう、必要な機材及び会場の準備等を行った。
【協力員】（敬称略）
　神原　巧（相談室こすもす）
　道下　昴子（札幌鈴木病院）
１）会議の運営
　①理事会運営規程に基づき、通常理事会を５回、臨時理事会を１回開催した。（全てオンライン併用による開催。）
②四役会を８回開催した。（オンライン開催及びオンライン併用による開催。）
　　③事務局会議を３回開催した。（全てオンライン開催。）
２）会員動向の把握と会員名簿作成
　　①本年度は、新入会者22名、退会者37名であり、会員数577名（正会員572名、賛助会員5名）となった。（2021年３月31日現在）
　　②本年度も会員名簿を作成し、「協会だよりＮＯ.２」（９月号）に同封して発送した。
３）会員及び会員外からの問い合わせへの対応
　　協会活動や諸手続きなど、当協会に関する会員及び会員外からの問い合わせの窓口を担い対応した。
４）行政機関及び関係諸機関への協力
　　北海道や札幌市をはじめとする行政機関、北海道社会福祉協議会や北海道社会福祉士会などの関係諸機関（団体）からの委員等の派遣や大会・学会等の後援依頼があり、連絡調整の窓口として対応した。（「Ⅳ　他　団体との関係」を参照）
５）各種研修会・委員会の開催準備及び協力
　　①「苦情対応・処理員委員会」開催の調整及び準備を行った。本年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響から、書面による報告及び意見交換を実施した。
　　②各種研修会の参加申し込み窓口を担い、参加者名簿作成等の協力を行った。
２　財務部
会費請求業務については、年度当初に会費請求を封書発送にて行い期限内納入の呼びかけをした。期限内に納入されなかった会員について書面による督促を９月・２月と２回行なったが、年度末納入率は下記の結果となった。
財務管理・会計処理業務については、会計処理に関する規程に基づき、事務局員１名を会計事務担当者として配置。会計顧問の助言を受けながら、適正な会計処理を行うことができた。

また、財政状況を把握するため11月には理事会にて中間報告も実施している。

＜会費納入状況＞

年度末納入率：96.2％（2021年３月31日現在）

３　教育・研修部
入会から原則３年以内の会員を対象とした指定研修である『入会時指定研修Ⅰ』『入会時指定研修Ⅱ』と、会員ならびに精神保健福祉領域関係者等を対象とした『専門研修』の計３つの研修を開催した。

　今年度は新型コロナウイルス感染症の流行を受け、感染予防対策の観点から、Ｚｏｏｍを利用したオンラインでの開催形式を取り入れ、会場・オンライン併用でのハイブリット形式、またはオンライン単独での開催を行った。

『入会時指定研修Ⅰ』については、例年と同じく日本協会生涯研修制度の『基幹研修Ⅰ』と相互読み替え可能な研修として開催し、両協会の役割と課題・精神保健福祉士としての専門性、精神保健福祉士の現場での実践について学ぶ内容とした。

『入会時指定研修Ⅱ』については、『入会時指定研修Ⅰ』を修了した会員を主たる対象として、当事者を講師に招いて生の声を直接聞かせていただきながら、日々の実践を振り返り、実践と理論との結びつけを行う内容とした。

『専門研修』については、「Like roly-poly-toys.～コロナ禍の実践と分かち合い：おきあがりこぼしのように～」をテーマとし、コロナ禍の影響を受け、精神保健福祉士自身が充分に自分たちの「おもい」を互いに語り合うことができない現状を踏まえ、グループワークに主軸を置き、ソーシャルワーカーの大切にしてきた「言語化」の重要性について考えながら、時間の許す限り、精神保健福祉士の仲間たちと語り合い、倒されても倒れず立ち上がるおきあがりこぼしのように、苦境に負けずこれからの支援の糧・原動力に変えられるような企画とした。研修の前段では、協会の仲間たちに普段の実践や今回の新型コロナウイルス感染症対策下の苦労、協会に求めるものや期待する今後等について少し話してもらい、グループワークでの話題の呼び水となるような内容とした。
【協力員】

元井　昭紀（南空知地域生活支援センターりら）

　出田　亜弥佳（札幌佐藤病院）

　黒田　健介（さっぽろ香雪病院）

　中内　美香（母子生活支援施設伏見寮）　

　伊林　拓哉（岡本病院）

１）研修実施状況報告

別添「2020年度　教育・研修部　研修実施状況報告」を参照のこと。

２）部会及びその他打ち合わせ

・第１回部会　2020年７月28日（火）

・第2回部会　2020年８月６日（木）18：30～22：00　 

・入会時指定研修Ⅱ講師打ち合わせ及び第３回部会　2020年10月１日（木）

・第４回部会　2020年10月22日（水）

・第５回部会　2020年11月９日（月）

・教育・研修部、広報・出版部合同打ち合わせ　2020年11月16日（月）

・入会時指定（基幹）研修Ⅰ講師打ち合わせ及び第６回部会　2020年12月５日（土）

・教育・研修部、広報・出版部合同専門研修打ち合わせ　2021年１月15日（金）

・入会時指定（基幹）研修Ⅰ講師・ファシリテーター打ち合わせ及び第７回部会　2021年１月19日（火）

・教育・研修部、広報・出版部合同専門研修打ち合わせ、シンポジスト打ち合わせ　2021年１月27日（水）

・専門研修案内印刷作業　2021年２月24日

・専門研修事前収録　2021年２月24日（水）
　・専門研修講師・ファシリテーター打ち合わせ及び第７回部会　2021年３月10日（水）
４　社会活動・研究部
　例年同様、精神保健福祉施策等に関する動向やトピックス等の情報については、協会だよりを活用して発
信した。また、当事者の権利擁護、支援活動については、その前提として北海道内における精神障害者当事者

団体及び家族会の状況を把握する必要性があると考え、具体的な調査内容及び方法等を検討している。
　災害に関する活動は災害対策委員会に引き継いだが、必要な情報は部会等をとおして共有している。

　

【協力員】（敬省略）

石崎　香（小原病院）

小畑　友希（ひかり工房）

佐久間　香菜子（手稲病院）

高田　歩（市立釧路総合病院）

滝口　絵美（伊達赤十字病院）

橘　　武蔵（旭川圭泉会病院）　＊災害対策委員会担当理事
津田　俊彦（多機能型サービス事業所　稲田館・ステップ）　＊災害対策委員会担当理事
北條　大樹（旭川保護観察所）

１）精神保健福祉に関する情報の収集及び発信について

　　協会だよりをとおして情報発信を行った。

　　2020年度の掲載内容は以下のとおりである。

ＮＯ.２（９月発行）　精神障害者の退院後支援に関するガイドライン

ＮＯ.３（12月発行） 精神科病院における患者虐待事件について

ＮＯ.４（３月発行）　障害福祉サービスの報酬改定について
２）当事者の権利擁護、支援活動について

　　当事者等からの求めはなく、特段の支援活動は実施していない。また、北海道内の精神障害者当事者団体及び家族会の状況を把握する必要性があると考え、2021年中に調査が実施できるよう検討を重ねている。

３）災害対策委員会との連携

　　２名の協力員が災害対策委員会に所属しており、必要な情報共有を行っている。

【部会の開催】

第１回部会：2020年８月８日（土）オンライン

参加者　佐久間、橘、津田、藤井　　　　　　　　

第２回部会：2020年11月10日（火）オンライン

　　　　　　　参加者　石崎、石山、小畑、橘、藤井　　

第３回部会：2021年２月９日（火）オンライン
　　　　　　　参加者　小畑、佐久間、藤井　
５　広報・出版部
広報誌『協会だより』『ジャーナル』の発行及び、ホームページの管理を中心に業務を行なった。
感染拡大により、一時的に研修情報が少なくなったため、他団体の研修やオンラインで開催される研修の情報を収集し、ホームページへの掲載を行った。また、会員同士が気軽に会えない状況下での協会誌の役割について検討を続け、会員一人 ひとりにとってつながりを感じられるものになるよう企画やレイアウトを工夫した。

初めて経験するパンデミックの中で、会員それぞれの奮闘に思いを馳せ、「この状況の中で会員や社会にどう貢献できるか」「各部・ブロックの手助けができないか」と模索を続けた年であった。

１）協会だより

協会だよりは３か月毎に発行。理事会議事録、各部報告、研修案内および報告等を中心に掲載した。各部からは社会問題についてのまとめや、制度改正について、調査報告等の記事が寄せられた。より見やすい紙面となるようレイアウトの改訂も引き続き行った。また、会員同士が互いを知りつながる企画として『会員リレー記事』を、学ぶ資料の情報提供として書籍紹介を実施した。

２）ジャーナル

本年度のジャーナルは、『たゆたえども沈まず―危機を経て、ソーシャルワークと『組織』を再考する―』をテーマに作成した。新型コロナウイルス感染症の影響がありながらも、懸命に実践を行う方々にご執筆いただき、実践における価値と、それを支える組織の在り方についての考察を寄せていただいた。全体の総括として、北海道医療大学の佐々木敏明氏にご執筆いただいた。

３）ホームページ

ホームページでは、求人情報、研修情報を中心に随時情報を更新した。細かな改定作業を次年度も引き続き行う。

４）協会誌の媒体検討（ペーパーレス化検討）

協会誌の発行媒体について、有志による検討会議を開催した。議論の中で、「会員の声をききたい」という声があがり、会員に向けたアンケート調査を実施し、協会誌およびホームページにて結果を掲載するに至った。次年度協会誌については紙媒体を中心とした発行を行い、試行的に電子媒体も取り入れることとし、より良い方法については情報収集と検討を続けることとなった。

５）40年史製作

　　30年史製作を中心的に担われていた監事の鈴木氏にご協力をいただき、次年度の発行に向けて内容の検討および、執筆の依頼を行った。次年度も引き続き編集作業を行う。

６）専門研修への協力

　　今年度のジャーナル企画と、教育・研修部で実施を目指す専門研修の内容について重なる部分があることから、専門研修実施への協力を行った。具体的には、収録時のファシリテーター（当部理事が教育・研修部の協力員も兼ねている）、収録したデータの編集などを実施した。

７）出版物の発行状況

①協会だより　第１号発行　（2020年７月31日）
②協会だより　第２号発行　（2020年９月30日）
③協会だより　第３号発行　（2020年12月25日）

④協会だより　第４号発行　（2021年３月15日）

⑤ジャーナル　発行      　（2021年３月15日）

８）部会打ち合わせ
・部会

①日　時：2020年８月18日　

内　容：40年史、ペーパーレス化検討、協会だよりＮＯ.２企画、ジャーナルについて

②日　時：2020年９月19日

　　　内　容：ジャーナル内容について検討

③日　時：2021年１月８日

　　　内　容：事業計画および、ジャーナル打ち合わせ

④日　時：2021年２月28日

　　　内　容：ジャーナル入稿手続きについて

・協会誌媒体（ペーパーレス化）検討会議

①日　時：2020年９月10日　

②日　時：2020年10月21日

　内　容：①②ともに、協会だよりの内容充実と、ペーパーレス化の賛否について検討。会員向けのアンケート作成に至る。

・40年史制作会議

日　時：2020年10月24日

内　容：次年度発行の当協会40年史について検討

・教育研修部・広報出版部合同会議・専門研修

①日　時：11月16日

内　容：専門研修の内容について協議

②日　時：１月15日

　　　内　容：専門研修の内容について協議

③日　時：１月27日

　内　容：専門研修シンポジストを交えての打ち合わせ

④日　時：３月10日

　　内　容：専門研修内容について

・ブロック長会議参加

①日　時：2020年12月16日

　　　内　容：ブロック、部の状況について情報交換

②日　時：2021年３月16日

　　内　容：ブロック、部の状況について情報交換

※ すべての会議を、オンラインツールを利用して開催している

【協力員】

大濱　伸昭（浦河ひがし町診療所）
６　資格・実習部
資格・実習部では2020年度、実習指導者が実習指導に関して振り返りを行うことができる北海道ソーシャルワーク教育学校連盟北海道ブロックと共催の『精神保健福祉援助実習指導者フォローアップ研修会』をオンラインにて開催することができた。また、精神保健福祉士養成課程について、新カリキュラムを会員に向けてどのように周知していくか検討を行い、来年度協会だよりにて周知していきたい。

昨年に引き続き、北海道・北海道社会福祉協議会北海道福祉人材センター主催の「福祉職場説明会」への相談員派遣し、各種関係団体との連携をとることができた。

【役員・協力員体制】
資格・実習部理事　鶴羽　康弘（あしりべつ病院）

　　　　　　　　　　一戸　真由美（石狩市教育委員会）

　　　　　　協力員　福澤　健一（千歳地域生活支援センター）

　　　　　　　　　　八木　愛実（中垣病院）

　　　　　　　　　　酒井　幸樹（札幌鈴木病院）

三澤　あゆみ（中垣病院）

事業報告

１）精神保健福祉援助実習指導者フォローアップ研修
オンライン開催（Ｚｏｏｍ使用）
開催日程：2020年２月21日（日）　10:00～16:00　
テーマ：「ソーシャルワークアセスメントスキル-クライエントの全人的理解を目指して-」
講　師：田中　和彦（日本福祉大学）
参加者：43名(事務局含め)
２）資格・実習部会（すべてオンライン）

第１回部会

日　時：2020年７月８日（水）　20：00～21:15
出席者：鶴羽、福澤、酒井、八木、一戸

　
第２回部会

日　時：2020年８月４日（火）　19：00～19:40

出席者：鶴羽、福澤、酒井、八木、三澤

第３回部会

日　時：2020年11月４日（水）　19：30～21:30

出席者：鶴羽、福澤、三澤、一戸

第４回部会

日　時：2021年２月15日（月） 19：00～21:10

出席者：鶴羽、福澤、酒井、八木、三澤、一戸

３）実習指導者フォローアップ研修（すべてオンライン）
第１回 2020年　12月15日（火）17:00～17:40 一戸

第２回 2020年　12月22日（火）18:00～19:05 鶴羽、一戸

第３回 2021年　１月13日（水）19:00～20:10 鶴羽、酒井、八木、一戸

第４回 2021年　２月10日（水）19:00～20:00 鶴羽、福澤、酒井、八木、三澤、一戸

第５回 2021年　２月19日（金）18:00～20:00 鶴羽、福澤、酒井、八木、三澤、一戸

４）その他(他団体主催の会議等への参加)

①2020年度北海道医療大学社会福祉実習協力施設・機関会議　2021年３月９日　鶴羽理事出席

②2020年度福祉職場就職説明会2020年10月11日　一戸理事出席

　　　　　　　　　　　　　　　　 2021年 ２月28日　一戸理事出席

Ⅱ　各委員会報告
１　苦情対応・処理委員会
本年度は委員会として対応した苦情等はなかった。委員会開催については、昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症対策から委員の招集はせず、メーリングリスト上で役員体制等の協議や情報交換を行った。
【委員体制】
黒木　満寿美氏（倶知安厚生病院・委員長）、橋本　菊次郎氏（北翔大学・副委員長）、野口　恵子　氏（北海道介護福祉士会会長・副委員長）、伊藤　光治　氏（地域生活支援センターさっぽろ）、安藤　ひとみ氏（ときわ病院）、三浦　一郎　氏（北海道メンタルケアセンター）、永野　拓己　氏（自宅）、川口　裕太　氏（函館渡辺病院）、神内　秀之介氏（北海道社会福祉士会会長）、塩澤　まどか（三浦メンタルクリニック・事務局）
２　地域相談支援委員会　
2020年度における当委員会の活動内容は、公益財団法人北海道精神保健推進協会と北海道内の第２次医療圏に設置する精神障がい者地域生活支援センター（以下、センター）との連携により、センターを対象とした『地域移行支援におけるピアサポート活動の意義やピアサポーターによる諸活動等の周知に資するアンケート調査』を実施した。これは、主に地域移行支援に従事する精神障がい者によるピアサポート活動の有用性を会員に情報提供することで、ピアサポーターとの協働による地域移行支援の推進を目的とした活動の一環である。分析した調査結果については、『協会だより』を通じて会員向けに情報発信を行った。
また、「地域移行支援に係る人材育成の一環として、公益財団法人北海道精神保健推進協会との連携の下、医療と福祉の連携の強化を目的とした研修会の企画・運営については、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、対面による開催を見合わせざるを得ない状況となった。今後、公益財団法人北海道精神保健推進協会との協働による研修会の開催に向けた協議を進めたい。
委員会の会議開催については、従来の対面式からオンライン（Ｚｏｏｍ）に移行することで、感染予防対策を講じた会議を開催することができた。今後も感染状況に応じた活用に努め、円滑な会議の運用を目指したい。
【委員体制】
担当理事・委員長：元井　昭紀（南空知地域生活支援センターりら）
委　　員：佐々木　寛（一般社団法人ソーシャルカフェ）、角　幸樹（北の大地）、
北條　智幸（室蘭市相談支援センターらん）、安田　亜子（しりべし圏域総合支援センター）、
吉田　今日子（函館地域生活支援センター）、池田　侑子（自宅）

１）会議開催状況
2020年　６月２日（火）　オンライン（Ｚｏｏｍ）会議
2020年　12月１日（火）　オンライン会議
2020年　12月21日（月）　オンライン会議
2021年　１月25日（月）　オンライン会議
2021年　２月９日（火）　オンライン会議
２）地域移行支援に係る人材育成
・公益財団法人北海道精神保健推進協会との協働による医療と福祉の連携強化を目的とする研修会の企画・運営を行う予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、開催は見合わせとなった。

３）普及啓発活動事

・精神障がい者によるピアサポート活動の意義やピアサポーターによる諸活動等の周知に資する活動公益財団法人北海道精神保健推進協会及び北海道内の第２次医療圏に設置するセンターの協力の下、アンケート調査の実施を完了した。
・『協会だより』等を通じた情報発信活動

公益財団法人北海道精神保健推進協会とセンターの協力の下、センターを対象としたアンケート調査の分析結果を、『協会だより』を通じて、会員に対して情報発信を行った。
４）連携について
北海道協会の各部及び各ブロック、また、公益財団法人北海道精神保健推進協会や北海道内の第２次医療圏に設置するセンターと連携を図り、事業の推進に努めることができた。

３　災害対策委員会　

当委員会は今年度初めて北海道精神保健福祉士協会に設けられた災害対策を専門に担当する部署である。これまで協会内で遅々として進まなかった災害に備えた体制作りを進めていくため、これまでの社会活動・研究部の活動から機能を分けて発足することとなった。
しかし、新型コロナウイルス感染拡大によって協会活動そのものが大きな制限を受ける中、思うように活動に取り組むことができなかった。新型コロナウイルスの影響は次年度においても依然として大きなものがあると考えられるので、次年度においては今年度の反省を踏まえつつ、できることに取り組んでいきたいと考える。以下、具体的な取り組みについて報告する。
【委員体制】
委員長　：　津田　俊彦（帯広ケア・センター/多機能型事業所稲田館）
担当理事：　橘　武蔵（旭川圭泉会病院）

活動報告
１）体制整備に関する活動
①委員会
　　　第１回　委員会
日　時：2020年11月２日（月）
場　所：Ｚｏｏｍによる開催
参加者：津田、橘
議　題：事業の進捗確認、今後の活動打合せ
②連絡体制の構築
　　　協会事務局が協会全会員を対象にメールアドレスの登録を呼びかけてきた。これが一定以上の割合まで進んだ後、会員全体への災害対策に関する連絡等を行う予定だったが、登録数は伸び悩んでおり具体的な会員への連絡を行うには到っていない。
③安否確認訓練
　　東日本大震災以降、毎年３月11日に実施してきた安否確認訓練を今年度も実施した。昨年度から行っている「災害対策本部立ち上げのシミュレーション　→　各部・ブロックからの情報収集を呼びかける　→　情報の集約と共有」という形式で行った。
④日本協会災害対策委員との連携
　　　日本精神保健福祉士協会から委嘱を受けた災害対策委員が道内には当委員会の１名と各ブロックに１名ずつの計９名が登録されている。この災害対策委員間の連携を取り当協会の体制整備を行いたかったが、これも十分に行うことができなかった。
２）福島県からの委託事業
　　2015年度から受託している「福島県外避難者の心のケア事業」を引き続き受託した。今年度は新型コロナウイルスの感染拡大の影響があり、通常通りの活動は出来なかった。ただ、これまで関わりのあった福島県出身者（支援者）、および他の支援機関との連携により、相談につなげるべき人を紹介され、相談をうける準備を行った。実際には対象者からの連絡が無く相談には到らなかったが、これまで電話やメールでの受付窓口への相談が無かったので、当協会以外の支援者や他機関との連携によって相談対応していくというスタイルが実施可能であると考える。
Ⅲ　各ブロック事業報告
１　札幌東ブロック（会員数　106名）
2020年度は、新型コロナウイルスの影響で集合型の研修は控えるととなり、今年度の担当していたソーシャルワーカーデイ相談員の派遣活動も、開催直前で中止を余儀なくされた。コロナ禍でできることは何か検討を重ね、ブロック内の打ち合わせはグループメールおよびＺｏｏｍを利用し、オンラインにより活動を再開することができた。

【役員・協力員】

ブロック理事　　佐々木　恵美（多機能事業所　就労支援センターてとて）

　ブロック協力員　村田　育洋（就労移行支援事業所　ホワイトストーン）

　　　　　　　　　田中　雅人（グループホーム　ビビット南郷）

　　　　　　　　　稲垣　麻里子（多機能事業所　ピアデザイン）

　　　　　　　　　永井　順子（北星学園大学）
１）ブロック会議の実施
　・第１回　ブロック会議

日　時：2020年８月７日（金）　18:30～20：00

　　場　所：オンライン開催

　　出　席：佐々木、村田、田中、稲垣 

内　容：　①Ｚｏｏｍによる会議、研修についての意見交換・情報共有

②今年度の札幌東ブロック活動の検討

③11月ソーシャルワーカーデイの派遣会員の調整（札幌）

　・第２回　ブロック会議

　　日　時：2020年９月25日（金）　18:30～20：00

　　場　所：オンライン開催

　出　席：佐々木、村田、田中、稲垣、永井 

内　容：中堅層向けウェブ講義研修の試験運営について

　・第３回　ブロック会議

　日　時：2020年12月23日（水）　19:00～20：00

　　場　所：オンライン開催

　出　席：佐々木、村田、田中

内　容：ウェブ講義研修事前打ち合わせ
・第４回　ブロック会議
　　日　時：2021年３月18日（木）　19:00～20：00

　　場　所：オンライン開催
　　出　席：佐々木、村田、田中、稲垣、永井
内　容：ウェブ講義研修報告、第二回目研修の日時と内容の確認、新理事報告、稲垣氏協力員退任の連絡

２）札幌東ブロック研修
＜第１回目＞　※本研修は、次年度への継続事業として全６回開催を予定

　　日　時：2021年２月13日（土）13：30～15：30

場　所：オンライン開催
　参加者：11名（札幌東ブロック会員９名　非会員２名） 
　　テーマ：スーパービジョンを通した人材育成～人の力を伸ばすために～ 
内　容：講義/グループワーク　（講師：奥田かおり氏　北海道医療大学）
３）ソーシャルワーカーデイ相談員派遣事業

当初、小樽市・旭川市・岩見沢市・札幌市のショッピングモール等を会場に、集合型でよろず相談会の派遣会員を募る予定であったが、コロナウイルス感染拡大のため中止となる。

２　札幌西ブロック（会員数　87名）
2020年度は前任の担当理事の退任を受け、札幌南ブロック理事が兼務する体制となる中、、札幌西ブロックの体制を持ち直すための取り組みを行った。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で集合型の研修は控えている。ブロック内の打ち合わせについても集合せず、ＬＩＮＥアプリを使用して連絡を取った。また、かねてより札幌３ブロックでは単独での活動を求められていた経緯もあり、打ち合わせの結果、紙上での事業所紹介を計画した。

【役員・協力員】

ブロック理事　越野　雅貴（就労移行支援事業所　リワークあっぷる）

　ブロック役員　高田　浩行（多機能型事業所　ソウアライブ）

林　美里（札幌太田病院）

深津　侑里（中垣病院）

　　　　　　　　渡部　宏美（中垣病院）

　　　　　　　　畠山　陵（旭山病院）

１）ブロック会議の実施

　日　時：2020年８月24日（月）　19:00～20：30

　場　所：エルプラザ

　　出　席：越野　高田　林　深津　渡部　畠山　（敬称略）

内　容：顔合わせと今年度の活動方針の検討

　　　　　紙上の事業所紹介を実施することとし、様式作成後、協力員から事業所紹介先を募ることとした。

２）特別企画　紙上事業所紹介

　時　期：2021年３月の協会だよりに同封

　　内　容：会員の所属事業所の紹介を紙上で行う

３　札幌南ブロック（会員数　78名）

2020年度も事業所紹介を中心に病院で働くＰＳＷと地域で働くＰＳＷをつなぐ取り組みを行う予定だったが。新型コロナウイルスの影響で集合型での事業所紹介は控えることとした。代わりに、コロナウイルス感染拡大の中、会員が考えていることや不安に感じていることを表現する場として、特別企画「ＰＳＷ　with コロナ」を実施し、協会だよりに掲載した。

【役員・協力員】
ブロック理事　越野　雅貴（就労移行支援事業所 リワークあっぷる）
協力員　　山根　彰平（医療法人盟侑会 島松病院）
　　　　　　元木　加奈子（医療法人五風会　さっぽろ香雪病院）
　　　
１）ブロック会議の実施
札幌南ブロック会議①・②
　　日　時①：８月18日　19時から20時
日　時②：11月25日　19時から20時
場　所：①コンベンションセンター　②ＬＩＮＥ通話
参加者：①②いずれも　越野　山根　元木
内　容：札幌南ブロック企画の打ち合わせ、次年度以降の計画
２）ブロック企画の実施

　　「ＰＳＷ　with　コロナ」を実施した。コロナウイルス感染拡大の閉塞感のある中で、会員からの発信の場として活用できたと考えている。
４　後志ブロック（会員数　25名）
2020年度は、新型コロナウイルスの影響により、集まってのブロック活動は行なえなかった。定例会議は、６月からＺｏｏｍを使用したオンライン会議を実施するようになり、例年と比べ回数こそ減ったが、会議の参加者が増えたという良い面も見られた。一方、これまで継続して行ってきたブロック研修会は実施できていない。グループワーク、野中式事例検討などはＺｏｏｍを活用して実施し、ＰＳＷとして自己研鑽できる場とすることができた。今年度予定していた災害時安否確認方法やメーリングリストの活用については、検討することができなかったので、ＷＥＢの活用方法も含めて次年度の課題としたい。
また、2021年度の全道大会の主管を担う事となり、オンラインでの初の開催となる大会の準備を行ってきた。
【役員体制】

ブロック理事　　神代　直人（障がい者就労支援事業所ワークショップようてい）

副ブロック長　　菊谷　奏会（林病院）

研修担当　　　　黒木　満寿美（倶知安厚生病院）

会計担当　　　　神代　直人（障がい者就労支援事業所ワークショップようてい）

１）部会及びその他打ち合わせ

①ブロック会議 

日　時：2020年６月18日　18:30～20:00

場　所：Ｚｏｏｍを使用したオンライン会議

内　容：今年度の活動について(定例会の実施方法、ブロック研修など)

参　加人数：　９名

②ブロック会議
日　時：2020年７月16日　18:30～20:00

場　所：Ｚｏｏｍを使用したオンライン会議

内　容：理事会報告、今年度の活動について

参加人数：　８名

③ブロック会議

日　時：2020年８月20日　18:30～20:00

場　所：Ｚｏｏｍを利用したオンライン会議

内　容：グループワーク「患者・利用者との距離感について」 

参加人数：　７名

④ブロック会議

日　時：2020年10月15日　18:30～20:00

場　所：Ｚｏｏｍを利用したオンライン会議

内　容：グループワーク「ＺＯＯＭのホワイトボード機能を使い野中式事例討」

参加人数：　８名

⑤ブロック会議

日　時：2020年12月22日　18:30～20:00

場　所：Ｚｏｏｍを利用したオンライン会議 

内　容：理事会報告、2021年全道大会後志ブロック企画(案)検討、役員改選について

参加人数：　７名

⑥ブロック会議

日　時：2021年１月21日　18:30～20:00

場　所：Ｚｏｏｍを利用したオンライン会議

内　容：2020年度活動振り返り、2021年度活動方針(案)検討

参加人数：　８名

⑦ブロック会議

日　時：2021年２月18日　18:30～20:00

場　所：Ｚｏｏｍを利用したオンライン会議

内　容：2021年度全道大会について検討 

参加人数：　９名

⑧ブロック会議

日　時：2021年３月18日　18:30～20:00

場　所：Ｚｏｏｍを利用したオンライン会議

内　容：2021年度全道大会について検討、災害時安否等確認訓練報告、次年度ブロック研修について

参加人数：　７名
５　道南ブロック（会員数　53名）
今年度は新型コロナウイルス感染拡大により、ブロック活動に制限が生じた。数々の派遣活動は中止となり、他団体との合同研修に関しても中止となった。ただ昨年度末からオンラインの活用についてブロック内で議論を行ってきていたため、Ｚｏｏｍを活用しブロック会議やワーキンググループの開催は予定通りに行う事が出来た。
道南ブロックとしては、初めてである完全ＷＥＢでの研修を企画。さっぽろ香雪病院尾形多佳士氏を講師としてお招きし開催する事が出来た。ＷＥＢの特性を生かし道南ブロック以外の会員も研修対象者とした事で、少数ではあったが他ブロックの会員とも交流を行う事が出来た。次年度は今年度培った経験を活かしブロック研修、他団体合同研修会など開催していきたいと考える。

【役員・協力員】敬称略
ブロック長　佐久間　裕（函館渡辺病院）
副ブロック長　吉田　尚教（八雲総合病院）
研修担当　泉　智子（なるかわ病院）
会計担当　安藤　由佳（函館渡辺病院）
事務局　矢田　洋介（トータスホーム）、吉田　今日子（函館地域生活支援センター）、
　　　　　髙森　秀雄（ら・ぽると精神保健福祉士事務所）山村　哲（なるかわ病院）
協力員　斉藤　雄大（なるかわ病院）、衣笠　未希（なるかわ病院）、藤井　雅幸（函館保護観察所）、野呂　有希（富田病院）、船矢　直子（函館市教育委員会南北海道教育センター）
１）研修報告
①道南ブロック研修（11月19日開催に向けたプレ企画）
　　　場　所：ＷＥＢ研修

　　　時　間：18：30〜19：30

　　　参加者：安藤、泉、衣笠、佐久間、長南、高森、谷川（敬称略・五十音順）

　　　内　容：研修時Ｚｏｏｍ操作確認、権利擁護について（グループワーク）

②道南ブロック研修
　　　場　所：ＷＥＢ開催
　　　日　時：2020年11月19日（木）18：30～20：30
　　　参加者：24名（道南ブロック会員19名、他ブロック５名） 

　　　テーマ：精神保健福祉士が目指すクライエントの「社会的復権」とは何か

内　容：講義　（講師：尾形　多佳士氏　医療法人社団　五風会　さっぽろ香雪病院/日本精神保健福祉士協会常任理事）

２）道南精神障害者家族支援ネットワーク
・新型コロナウイルス感染拡大の影響にて、未開催。
３）部会その他打ち合わせ
①　ブロック会議
・第１回　ブロック会議（オンライン開催）
　　　日　時：2020年６月11日（木）18：00～19：30
　　　参加者：安藤、泉、衣笠、斉藤、佐久間、髙森、藤井、船矢、矢田、山村、吉田（今）、吉田（尚）
　　　内　容： 定例会・研修会の運用方法、家族支援ネットワーク今年度の活動について

・第２回　ブロック会議（オンライン開催）
　　　日　時： 2020年11月26日（金）18：30～20：30
　　　参加者：安藤、泉、衣笠、斉藤、佐久間、野呂、藤井、舩谷、矢田、山村、吉田（尚）
　　　内　容： 今年度活動について、今後の研修運用について、各派遣報告
・第３回　ブロック会議（オンライン開催）
　　　日　時：2021年３月３日（水）18：00～19：30

　　　参加者：安藤、泉、衣笠、佐久間、髙森、藤井、船矢、矢田、吉田（尚）
　　　内　容：次年度の活動について
②ワーキンググループ（精神障害者家族支援活動）
・第１回ワーキンググループ（オンライン開催）
　　　日　時：2020年７月20日（月）18：00~19：30
　　　参加者：斉藤、佐久間、藤井、吉田（尚）　　　
内　容：実施要項、今年度開催について
・第２回ワーキンググループ（オンライン開催）
　　　日　時：2020年10月７日（水）18：00～19：30
　　　参加者：阿部、斉藤、髙森、藤井、吉田（尚）
　　　内　容：今年度開催について

・第３回ワーキンググループ（オンライン開催）
　　　日　時：2020年11月14日（土）15：00～16：30
　　　参加者：佐久間、藤井、吉田（尚）
　　　内　容：コロナ禍においての活動について、実施要項見直し検討
・第４回ワーキンググループ（オンライン開催）
　　　日　時：2021年３月４日（木）18：30～20：30
　　　参加者：髙森、藤井、吉田（尚）、矢田
　　　内　容：コロナ禍においての活動について、実施要項見直し検討
③地域包括支援センター連絡協議会研修会打合せ
・第１回地域包括支援センター連絡協議会実行委員会
　　　日　時：2021年３月24日（水）18：30～20：00
場　所：地域包括支援センター　ときとう
　　　内　容：次年度研修開催内容検討、包括連協とＰＳＷ協会の連携の在り方について
他団体との関係
【後援】
・2020年度　函館脳外傷リハビリテーション講習会（新型コロナウイルス感染症の影響により中止）
【委員委属・推薦】
・函館市障害者総合支援法障害支援区分審査会　任期：2019年４月～2021年３月　髙森秀雄会員
・函館地域障害者自立支援協議会委員　任期：2019年８月１日～2021年７月31日　佐久間理事
・函館市認知症初期集中支援チーム検討委員会委員　任期：2020年11月28日～2022年11月27日　工藤奈緒子会員
・函館市自立支援協議会担当者会議（地域移行定着部会）　任期：2020年４月～2022年３月　前山美遥会員（～2020年10月）→山村　哲会員（任期途中交代）
【渉外活動・派遣】
・第69回「社会を明るくする運動」道南地方推進委員会　（新型コロナウイルス感染症の影響により書面決議）　佐久間　裕出席
・福祉職場説明会　2020年９月４日　佐久間　裕出席
・函館市自殺対策実務者会議　2020年11月13日　川口裕太会員、藤井理事出席
・法テラス函館地方協議会（函館ブロック）　（新型コロナウイルス感染症の影響により書面開催）
６　道北ブロック（会員数　106名）
　道北ブロックにおいては、100名を超える会員数に加え、広域なブロックであることもあり、ブロック内の会員がより連携を強化できる活動を中心に行っている。今年度は、空知管内を中心とし、リモートでの研修会を開催した。当日は事務局も合わせて、30名の参加者がおり、また今回の研修会では新規の会員を募集していく目的もあり、非会員にも積極的に案内し、４名の非会員の参加があった。リモートでの開催であったが、その中でもグループワークを行い、参加者との距離が近く感じる研修会を開催できた。
引き続き、協会活動を通して、会員の交流が活発化し、支援対象者に対してより円滑かつ質の高いソーシャルワークが展開できる体制づくりを目指していきたい。
【役員・協力員】（敬称略）
ブロック長　　　　佐藤　剛（旭川市障害者総合相談支援センターあそーと）
副ブロック長　　　岩間　孝介（玉越病院）
　　　　　　　　　　鈴木　翔太郎（旭川圭泉会病院　デイナイトケアセンターふくろう）
研修担当　　　　　工藤　綾香（旭川圭泉会病院　医療相談室）
協力員　　　　　　木村　智（玉越病院）、角　幸樹（北の大地）、梶井　綾子（端野病院）、可合　かおり（士別地域基幹相談支援センター）、徳差　さなえ（北海道立向陽ヶ丘病院）、佐々木　諭・新田　しおみ（北見赤十字病院）、佐々木　旭美（砂川市立病院）、櫻井　啓規（中野記念病院）、野嶋　督昭（荻野病院）、藤岡　美奈（旭川圭泉会病院）、小林　弘明（旭川圭泉会病院　デイナイトケアセンターひまわり）、北條大樹（旭川保護観察所）
オブザーバー　　　橘　武蔵（旭川圭泉会病院）、石山　武浩（道北勤医協　宗谷医院）
＊今年度も協力員のほかに助言・後方支援の役割をお願いすべく、当ブロック所属の理事・幹事をオブザーバーとして追加した。
１）研修報告
①道北ブロックオンライン研修会
日　時：2021年２月27日（土）　13：15～16：00　（受付13：00～）
方　法：オンライン　ＷＥＢ会議システム「ＺＯＯＭ（ズーム）」を使用
テーマ：「疲れたＰＳＷ集まれ！笑って語って元気になる研修会　
～道北ブロックこころ寄席　私達にもリカバリーが必要だ～」参加者：30名（非会員４名）
講　師：またき亭いっぱいさん（山下慎一さん）
　　　　　　関西医科大学総合医療センター　精神保健福祉士 村上貴栄さん
技術サポート：ここリカ・プロダクション（就労継続支援B型事業所）
研修実行委員：佐々木　旭美（砂川市立病院）、櫻井　啓規（中野記念病院）、野嶋　督昭（荻野病院）、ほか協会員（増岡宏太、佐々木麻美、工藤真菜美）
実行委員打ち合わせ：計７回
２）部会及びその他打ち合わせ
①第１回ブロック会議
【開催日時】2020年７月５日（土）13：30～14：40
【場所】Ｚｏｏｍ　ミーティングルーム
【参加者※敬称略】
　佐々木・新田（北見赤十字病院）、大谷（端野病院）、岩間・木村（玉越病院）、佐々木（砂川市立病院）、佐藤（旭川市障害者総合相談支援センターあそーと）、鈴木（旭川圭泉会病院　デイナイトケアセンターふくろう）、小林（旭川圭泉会病院　デイナイトケアセンターひまわり）、藤岡（旭川圭泉会病院　医療相談室）、野嶋（荻野病院）、徳差（北海道立向陽ヶ丘病院）
【内容】今年度の活動について確認
②第２回ブロック会議
【開催日時】2020年12月15日（火）18：30～19：45
【開催方法】Ｚｏｏｍミーティングルーム
【参加者※敬称略】
佐々木、新田（北見赤十字病院）、角（北の大地）、櫻井（中野記念病院）、梶井（端野病院）、佐々木（砂川市立病院）、佐藤（旭川市障害者総合相談支援センターあそーと）、小林（旭川圭泉会病院　デイナイトケアセンターひまわり）、鈴木（旭川圭泉会病院　デイナイトケアセンターふくろう）、工藤（旭川圭泉会病院医療相談室）、野嶋（荻野病院）、北條（旭川保護観察所）
【内容】　今年度のリモート研修会についての確認、承認事項等について、今回の会務費等について、全国大会についての経過確認、来年度のブロック長について
③第３回ブロック会議
【開催日時】2021年２月16日（火）18:30～19:30
【開催方法】Ｚｏｏｍミーティングルーム
【参加者※敬称略】
工藤（旭川圭泉会病院医療相談室）、野嶋（荻野病院）、櫻井（中野記念病院）、梶井（端野病院）、佐々木（砂川市立病院）、佐藤（旭川市障害者総合相談支援センターあそーと）、小林（旭川圭泉会病院　デイナイトケアセンターひまわり）、工藤（旭川圭泉会病院医療相談室）
【内容】２月27日開催の道北ブロックオンライン研修会についての打ち合わせ

④第４回ブロック会議
【開催日時】2021年３月26日（金）18：30～19：45
【開催方法】Ｚｏｏｍミーティングルーム
【参加者※敬称略】
佐々木（北見赤十字病院）、梶井（端野病院）、岩間・木村（玉越病院）、佐々木（砂川市立病院）、佐藤（旭川市障害者総合相談支援センターあそーと）、鈴木（旭川圭泉会病院　デイナイトケアセンターふくろう）、小林（旭川圭泉会病院　デイナイトケアセンターひまわり）、野嶋（荻野病院）、櫻井（中野記念病院）、角（北の大地）、工藤（旭川圭泉会病院医療相談室）、北條（旭川保護観察所）
【内容】　来年度の活動について、ブロック長選任について
３）他団体との関係
【委嘱】
・旭川市障害者自立支援審査会委員　委嘱者：石川美智子（聖台病院）
・旭川市自立支援協議会連携部会副部会長　委嘱者：藤岡美奈（旭川圭泉会病院）
・北見市障がい支援区分認定審査会　委嘱者：岩間孝介（玉越病院）
・北見市障がい自立支援ネットワーク会議　委嘱者：岩間孝介（玉越病院）
・北見市成年後見支援センター運営委員会・審査委員会　委嘱者：岩間孝介（玉越病院）、梶井　綾子（端野病院）
【共催】
・ワーカーズサロン　事務局　
対応：佐藤剛（あそーと）、鈴木翔太郎（旭川圭泉会病院　デイナイトケアセンターふくろう）
　（社会福祉士会、介護福祉士会、精神保健福祉士会協働の研修会等）
７　道東ブロック（会員数　65名）
　2020年度は新型コロナウイルス感染予防対策を万全に行ったうえで、５回のブロック会議（第１、２回は会場集合型、第３、４、５回はＷＥＢとのハイブリット型で開催）と、道東ブロック主催の研修会・交流会（2020年９月12日、会場集合型）を開催した。しかし、例年開催している他職種、他機関との共催での合同研修会（ＰＭＣラボ）は中止となった。また、渉外活動やブロック会員派遣などについても会議の中止や書面会議の代替となることが多くあった。

　新規入会者の促進や、現会員への活動参加の促進をすることでブロック活動の充実を図り、メーリングリストを活用することで情報共有を迅速に行うことができた。

　災害対策部会においては、より効果的な安否確認連絡の方法や、安否確認連絡以外の具体的な支援についての検討を行った。また、毎年行っているメーリングリストを活用した災害時安否確認訓練を実施するなど、体制整備は継続して行っている。

【役員・協力員】（敬称略）

ブロック長  ：匂坂　幸輝 （おおえメンタルクリニックゆう）

副ブロック長：池田　侑子　(自宅)

研 修 担 当 ：小山内　彩実（帯広刑務所）

会 計 担 当 ：谷野　朱莉（十勝障がい者就業・生活支援センターだいち）

協 　力　 員：加藤　司（釧路保護観察所）

木村　孝（地域生活支援センター・サハスネット）

小森　花奈（釧路児童相談所）

信行　隆良（釧路赤十字病院）

佐々木　寛（ソーシャルカフェ）

高田　歩（市立釧路総合病院）

千葉　栄弘（地域生活支援センター・サハスネット）

津田　俊彦（帯広ケア･センター、稲田館･ステップ）

永野　拓己（自宅）

浜尾　勇貴（根室圏域障がい者総合相談支援センターあくせす根室）

丸瀬　恵　(十勝障がい者総合相談支援センター)

三上　雅丈（帯広生活支援センター）

山下　彰子（大江病院） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計17名

１）研修報告

①【道東ブロック研修会・交流会】

　日　時：2020年９月12日（土）　10:30～12:00

場　所：市民活動プラザ六中　第一会議室（会場集合型）

　参加者：会場18名、資料のみ希望者４名

　内　容：生活困窮者自立支援法について～新型コロナウイルスはどう生活に影響した～

講　師：帯広市自立相談支援センターふらっと　

センター長　八重樫　薫　氏

②【道東ソーシャルワーク研究会（ＰＭＣラボ）研修会】

　　※北海道精神保健福祉士協会道東ブロック（Ｐ）

北海道医療ソーシャルワーカー協会東支部（Ｍ）※2020年度主幹

北海道社会福祉士会十勝地区支部、北海道社会福祉士会釧根地区支部（Ｃ）

　　　※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今年度の開催は中止。打ち合わせのみ実施。

③【脳外傷リハビリテーション研修会】

　　日　時：2021年１月23日（土）13:30～16:00

　　場　所：釧路市生涯学習センターまなぼっと幣舞

　　参加者：40名

　　内　容：高次脳機能障害から学んだこと ／ 当事者に聞く２

　　　講　師：・ここリカプロダクション　橋本　達志　氏（北海道精神保健福祉士協会　副会長）

・ここリカプロダクション　当事者２名（うち１名はＺＯＯＭ参加）

２）部会及びその他打ち合わせ

①【ブロック会議】

・第１回ブロック会議

日　時：2020年６月27日（土）　10:30～13:30

場　所：帯広生活支援センター　（会場集合型）

出席者：12名

議　事：2020年度ブロック事業方針、役員・協力員体制、活動内容等について

・第２回ブロック会議

日　時：2020年９月12日（土）　15:30～18:00

場　所：市民活動プラザ六中　（会場集合型）

出席者：12名

議　事：ブロック活動、研修会の進捗状況と報告、今後の予定について

・第３回ブロック会議

日　時：2020年12月５日（土）　10:30～12：30

場　所：会場、ＷＥＢのハイブリッド開催

帯広会場→帯広生活支援センター

　　　　　　　釧路会場→相談支援事業所サハス

出席者：10名

議　事：ブロック活動の進捗状況、今後の予定について

・第４回ブロック会議

日　時：2021年２月６日（土）　10:30～13:30

場　所：会場、ＷＥＢのハイブリッド開催

帯広会場→帯広生活支援センター

　　　　　　　釧路会場→相談支援事業所サハス

出席者：11名

議　事：ブロック活動の進捗状況、次年度役員協力員、事業方針案などについて

・第５回ブロック会議

日　時：2020年３月６日（土）　10：30～

場　所：放課後デイサービス　ココスタディ　（会場集合、ＷＥＢのハイブリッド開催）

出席者：11名

議　事：本年度ブロック活動及び研修会の報告、次年度活動内容について
②【災害対策部会】

・第１回　災害対策部会

日　時：2021年２月26日（木）　18:30～20:00

場　所：放課後デイサービス　ココスタディ

出席者：３名

議　事：災害時安否確認メーリングの効果的な運用について

③【ＰＭＣラボ（道東ソーシャルワーク研究会）】

・第１回　ＰＭＣラボ実行委員会

日　時：2020年10月８日（木）　18：30～20：10

場　所：ＷＥＢ会議

出席者：当ブロック会員２名

議　事：今年度開催の中止、来年度の開催に向けて

・第２回　ＰＭＣラボ実行委員会

日　時：2021年２月22日（月）　19：00～19：40

場　所：ＷＥＢ会議 

出席者：当ブロック会員２名

議　事：来年度の開催に向けて

３）他団体との関係

【委員委嘱・推薦】
・帯広市自立支援審査会委員　任期：2019年４月１日～2021年３月31日
永野拓己会員、森慎二会員、山口のぞみ会員、匂坂幸輝理事

・釧路市障害支援区分等審査会委員　任期：2019年４月１日～2021年３月31日　木村孝会員

・釧路町障害者計画等策定委員会委員　任期：2019年４月１日～2021年３月31日　木村孝会員

・釧路市権利擁護成年後見センター運営協議会委員　

任期：2019年６月４日～2021年５月31日　佐々木寛会長

・十勝保健医療福祉圏域連携推進会議　精神保健医療福祉対策専門部会委員　　

任期：2020年７月10日～2022年６月16日　匂坂幸輝理事

【渉外活動・派遣】

・福祉何でも相談会　2020年７月23日～26日　※相談会は中止となり、リーフレット等を設置

信行隆良会員、浜尾勇貴会員　対応

・令和２年度とかちを「生きるを支える」連携会議　書面開催　　匂坂幸輝理事　対応

・日本司法支援センター（法テラス）釧路地方協議会　書面アンケート　木村孝会員　対応
【後援】
・2020年度釧路圏域相談業務従事者フォローアップ研修

　日　時：2020年12月８日（火）14：00～15：30

　会　場：Ｚｏｏｍでのリモート研修

　内　容：「暮らしと住まい」

　講　師：生活相談支援センターくらしごと　センター長　櫛部　武俊　氏

８　日胆ブロック（会員数　52名）
　今年度は、新型コロナウイルス感染症予防の観点から、企画していた年２回の研修会を中止とした。集合型の研修会は難しいと判断したが、オンラインでの研修会を開催する余地はあり２回のブロック会議（オンラインによるＺｏｏｍを活用）を開き検討を重ねた。今年度は設備や運営方法に課題があり、またブロック役員にオンライン研修会の開催経験があるものがいない状況もあり、次年度に向けた経験を重ねる期間とし、今年度は開催しなかった。次年度は、年２回のオンラインによる研修会を企画、開催する計画を立てた。
　今年度がブロック内の会員が身近な会員と交流する場を提供することができなかった。クライエント支援に影響が出ないとは言い切れないので、来年度こそはオンラインでも「顔の見える連携体制」が構築できるように企画していきたい。

【役員・協力員】（敬称略）
ブロック長：竹内　亮平　（三愛病院）

副ブロック長：高田　大志（浦河ひがしまち診療所）

研修担当：朴　明敏　　　（浦河べてるの家）

会計担当：竹内　亮平　　（三愛病院）

協力員：三宅 弘美（北海道メンタルケアセンター デイケアわかくさ）、山本 知里（柳町診療所）、北條 智幸（室蘭市相談支援センターらん）、岡崎 航一（恵愛病院 デイケアゆうあい）、菊田 博章（苫小牧市役所）、滝口 絵美（伊達赤十字病院）

１）部会及びその他打ち合わせ

　①第１回ブロック会議

　　　日　時：2020年７月２日（月）18：30～20：00

　　　場　所：Ｚｏｏｍによるオンライン開催
　　　参　加：９名
内　容：今年度のブロック活動について。オンライン研修会を含めて検討。
②第２回ブロック会議

　　　日　時：2021年２月４日（木）18：30～20：30

　　　場　所：Ｚｏｏｍによるオンライン開催

参　加：10名（次年度加入予定の協力員１名含む）
内　容：次年度のブロック活動について。次年度はオンライン研修会を計画する。
Ⅳ　他団体との関係
【後援】
・令和２年度第１回・第２回・第３回福祉職場説明会　2020年10月11日・12月15日・2021年２月28日

・第51回北海道作業療法学会　2020年６月13日～14日
・第54回北海道精神障害者家族連合会全道大会　2020年９月26日
・2020障がい者雇用を通して企業づくりを考えるフォーラム　2020年11月13日
【協賛】
・第６回刑法39条、医療観察法を考えるシンポジウム2020　2020年９月６日
【委員委嘱・推薦】
・権利擁護センター「ぱあとなあ北海道」業務監査委員　任期：承諾日～2022年３月31日　高野理事
・令和２年度女子施設地域連携事業（札幌刑務支所）　三上智史会員

・北海道精神医療審査会委員　任期：2020年４月１日～2022年３月31日

　　　　小島健二会員・佐藤副会長・尾形多佳士会員・藤原裕子会員・一戸理事（予備委員）・三浦一恵会員
（予備委員）

・札幌市精神医療審査会委員　任期：2020年４月１日～2022年３月31日

富田政義会員・望月和代会員（予備委員）・高野理事

・北海道いのちの電話評議員　任期：2020年５月～2021年６月　佐藤副会長

・登別市重大事案対策委員会委員　任期：2020年６月１日～2023年５月31日　竹内理事

・日高地方精神保健協会役員　池松麻穂会員

・北海道精神保健協会理事　任期：2020年６月26日～2022年６月　佐々木会長
・北海道精神保健協会　機関誌「心の健康」編集委員　佐藤副会長　（平成22年7月～継続）

・西胆振保健医療福祉圏域連携推進会議精神保健専門部会委員　竹内理事

・札幌市児童等に関する重大事態調査検討委員会委員　2021年２月１日～2023年１月31日　星伸子会員

・上川中部障害支援区分審査会委員　2021年４月１日～2023年３月31日　椿本とよみ会員

・旭川市障害者自立支援審査会委員　任期：2021年４月１日～2023年３月31日　佐藤剛理事
・札幌市障害支援区分認定等審査会委員　任期：2021年４月１日～2023年３月31日

　　　　　　　　　　　　　　　小畑友希会員・宮城徹士会員・稲垣麻里子会員・沖田泰子会員・佐藤副会長

・北海道社会福祉士会倫理委員会委員　任期：2021年６月26日～2023年６月　橋本副会長

・北海道アルコール健康障害対策推進会議　佐藤副会長
・札幌市精神保健福祉審議会委員　任期：2020年4月1日～2023年3月31日　佐藤副会長
・釧路町支援区分等審査会委員任期：2019年4月１日～2021年4月１日　佐々木会長
【渉外活動・派遣】

・令和２年度第１回福祉職場説明会　10月11日　一戸理事派遣　
・令和２年度第1回北海道医療・福祉関係職能団体等意見交換会　２月３日　橋本副会長出席

・令和２年度第３回福祉職場説明会　２月28日　一戸理事派遣　

・2020年度北海道医療大学社会福祉実習協力委託施設・機関会議　３月９日　鶴羽理事出席

・北海道自殺対策連絡会議（2020年度は、書面開催のみ）
・北海道アルコール健康障害対策推進会議　佐藤副会長
・日本ソーシャルワーク教育学校連盟北海道ブロック総会　2020年８月３日、2021年３月２日　佐賀事務局
次長出席
【その他】

・2020年度北海道医療大学社会福祉実習協力施設・機関
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科　　　　　目 金額 備　考

日本精神保健福祉士協会より 412,857              2019年9月18日入金

　収入合計 412,857         

（支出の部）

科　　　　　目 金額 備　考

　ボランティア保険料2018年度（27名分）

13,500              

　ボランティア保険料2019年度（36名分）

18,000              

　関係機関会議旅費

14,190              

足湯隊合同ミーティング、情報共有会議、計５回出席

　ボランティア保険カード郵送費

3,280                

「カフェデモンクえりも」活動へ寄付

363,887             

　支出合計 412,857         

2018年北海道胆振東部地震　寄付金収支表
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（単位：円）

科目 当年度 前年度 増減

Ⅰ資産の部

１．流動資産

現金 29,575 71,878 △ 42,303

普通預金 7,970,466 6,451,097 1,519,369

立替金 0 19,400 △ 19,400

未収金 0 6,237 △ 6,237

流動資産合計 8,000,041 6,548,612 1,451,429

固定資産合計 0 0 0

資産合計 8,000,041 6,548,612 1,451,429

Ⅱ負債の部

１．流動負債

前受金 9,000 72,000 △ 63,000

仮受金 354,514 0 354,514

未払金 12,329 44,615 △ 32,286

預り金 40,425 23,143 17,282

他流動負債合計 416,268 139,758 276,510

固定負債合計 0 0 0

負債合計 416,268 139,758 276,510

Ⅲ正味財産の部

１．指定正味財産 0 0 0

２．一般正味財産 7,583,773 6,408,854 1,174,919

正味財産合計 7,583,773 6,408,854 1,174,919

負債及び正味財産合計 8,000,041 6,548,612 1,451,429

貸借対照表

２０２１年３月３１日現在
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（単位：円）

科目 当年度 前年度 増減 備考

Ⅰ一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

受取会費

会費収入・入会金 66,000 177,000 △ 111,000

3,000円×22名分

会費収入・当年度会費 3,504,000 3,594,000 △ 90,000

6,000円×584名分

会費収入・賛助会費 34,000 28,000 6,000

賛助会員5名分

事業収益

事業活動収入・入会研修Ⅰ 87,500 129,000 △ 41,500

事業活動収入・入会研修Ⅱ 78,000 42,000 36,000

事業活動収入・専門研修Ⅰ 0 51,000 △ 51,000

web開催、参加費無料

事業活動収入・実習フォロー 37,500 0 37,500

事業活動収入・全道大会 0 318,000 △ 318,000

新型コロナ感染拡大防止のため中止

事業活動収入・その他 36,000 42,500 △ 6,500

札幌東ブロック研修収入

受託事業 806,486 1,168,237 △ 361,751

福島県委託事業

受取補助金等

助成金等収入・日本協会費 1,060,500 1,039,500 21,000

助成金等収入・業務委託 120,000 1,180,000 △ 1,060,000

基幹研修Ⅰ委託費・北海道医療大学実習協

力費

受取寄付金

寄付金等収入・寄付金収入 0 412,857 △ 412,857

雑収入

雑収入・受取利息 11 0 11

雑収入・雑収入 5,607 7,751 △ 2,144

発送物同梱料等

経常収益計 5,835,604 8,189,845 △ 2,354,241

（２）経常費用

教育研修費

教育研修費・全道大会 0 226,116 △ 226,116

新型コロナ感染拡大防止のため中止

教育研修費・入会研修Ⅰ 177,524 109,333 68,191

教育研修費・入会研修Ⅱ 127,531 198,318 △ 70,787

教育研修費・専門研修Ⅰ 118,576 110,459 8,117

広報出版費

広報出版費・協会だより 398,863 423,565 △ 24,702

年４回発行

広報出版費・ジャーナル 65,768 47,990 17,778

年1回発行

広報出版費・ホームページ 110,000 110,000 0

教育研修活動費 23,587 4,548 19,039

社会活動研究活動費 7,180 22,180 △ 15,000

広報出版活動費 14,500 1,830 12,670

資格・実習活動費 13,990 46,655 △ 32,665

資格実習部フォローアップ 53,596 10,150 43,446

ブロック活動費

ブロック活動費・札幌東 31,760 53,976 △ 22,216

ブロック活動費・札幌西 24,574 32,300 △ 7,726

ブロック活動費・札幌南 13,208 66,327 △ 53,119

ブロック活動費・後志 30,320 31,400 △ 1,080

ブロック活動費・道南 49,538 72,751 △ 23,213

ブロック活動費・道東 112,999 110,168 2,831

ブロック活動費・道北 147,532 160,730 △ 13,198

ブロック活動費・日胆 9,000 23,115 △ 14,115

委員会活動費

　　委員会活動費・苦情対応 0 0 0

新型コロナ感染拡大防止のため中止

委員会活動費・地域相談 32,300 129,760 △ 97,460

委員会活動費・災害対策 1,000 0 1,000

給与手当

人件費・非常勤給与 506,273 537,886 △ 31,613

事務局員週2～4日配置（コロナ対策で減）

人件費・諸手当 133,100 133,360 △ 260

事務局員交通費

人件費・法定福利費 2,801 2,485 316

労働保険料

通信運搬費 207,790 182,215 25,575

インターネット・電話・発送費

　　　　旅費交通費 2,000 65,000 △ 63,000

他団体会議出席

印刷費 152,103 150,822 1,281

会員名簿等

賃借費 85,524 83,003 2,521

事務所家賃

事務消耗品費・消耗品費 35,489 3,366 32,123

web会議用マイク等購入

渉外費 9,000 9,752 △ 752

北海道精神保健協会会費・精神障害者の自

立を考える会会費

租税公課 80,000 80,000 0

法人道民税・市民税・登記収入印紙

雑費 383,872 43,545 340,327

日本協会災害寄付金から「カフェデモンクえ

りも」活動へ363,887円

総会運営費 129,533 114,807 14,726

会議費

会議費・会務費 361,570 566,790 △ 205,220

理事会・事務局会議・監査等

会議費・会議費 36,798 13,450 23,348

理事会会場費・Zoom契約料

業務委託費・会計顧問報酬 165,000 218,000 △ 53,000

受託事業経費・福島事業 806,486 1,168,237 △ 361,751

福島県委託事業

業務委託費・全国大会 0 668,271 △ 668,271

経常費用計 4,660,685 6,032,660 △ 1,371,975

当期経常増減額 1,174,919 2,157,185 △ 982,266

２．経常外増減の部 0

（１）経常外収益 0

（２）経常外費用 0

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 1,174,919 2,157,185 △ 982,266

一般正味財産期首残高 6,408,854 4,251,669 2,157,185

一般正味財産期末残高 7,583,773 6,408,854 1,174,919

Ⅱ指定正味財産増減の部 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ正味財産期末残高 7,583,773 6,408,854 1,174,919

正味財産増減計算書

２０２０年４月１日から２０２１年３月３１日まで
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１．継続事業の前提に関する注記

　該当なし。

２．重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法・・・該当なし。

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法・・・該当なし。

（３）固定資産の減価償却の方法・・・該当なし。

（４）引当金の計上基準・・・該当なし。

（５）消費税等の会計処理・・・税込処理。

３．会計方針の変更

　該当なし。

４．担保に供している資産

　該当なし。

５．保証債務等の偶発債務

　該当なし。

６．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

補助金等の名称 交付者 前期末残高当期増加額当期減少額当期末残高

貸借対照表上

の記載区分

基幹研修Ⅰにおける委託事業費 日本精神保健福祉士協会 0 90,000 90,000 0該当なし

2019年度支部活動協力費 日本精神保健福祉士協会 0 1,060,500 1,060,500 0該当なし

2021年度全国大会における委託事業費 日本精神保健福祉士協会 331,729 0 0 331,729該当なし

社会福祉実習協力費 北海道医療大学 0 30,000 30,000 0該当なし

令和２年度福島県外避難者の心のケア業務 福島県 0 806,486 806,486 0該当なし

７．関連当事者との取引の内容

　該当なし。

８．重要な後発事象

　該当なし。

９．その他

　該当なし。

（４）附属明細書

１．基本財産及び特定資産の明細

　該当なし

２．引当金の明細

　該当なし
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